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清州市ってどこ？日韓友情年のロゴマーク

　韓国の首都ソウルから東南
へ128キロ、高速バスで１時
間40分の距離に位置し、忠
清北道の道都として発展を続
けています。人口は63万人。
韓国中部の大都市大田から、
バスで30分程度の距離。
1997年4月には、清州国際
空港が開港し、日本とますま
す近くなりました。

清州市との交流の歩み

平成17年度　姉妹都市提携15周年記念事業（予定）

清州市との交流の歩み

鳥取市と清州市が姉妹都市提携調印

鳥取市と清州市が姉妹都市提携調印

平成2年（1990）

鳥取市勤労青年海外研修団が清州市で研修3年（1991）

しゃんしゃん祭に清州市文化芸術団が参加4年（1992）

鳥取商業高校と清州女子商業高校が姉妹校提携5年（1993）

鳥取市の農業関係団体が清州市で農業団体と交流6年（1994）

チャーター便で鳥取市民訪問団が清州市で交流7年（1995）

清州市教育行政訪問団が鳥取市の小学校等を視察8年（1996）

鳥取市勤労青年海外研修団が清州市で研修9年（1997）

鳥取市と清州市が姉妹都市提携調印10年（1998）

鳥取市勤労青年海外研修団が清州市で研修11年（1999）

鳥取市と清州市が姉妹都市提携調印10年（1998）

鳥取市勤労青年海外研修団が清州市で研修11年（1999）

鳥取市と清州市が姉妹都市提携調印10年（1998）

鳥取市勤労青年海外研修団が清州市で研修11年（1999）

鳥取市と清州市が姉妹都市提携調印

　鳥取市勤労青年海外研修団が清州市で研修

　　しゃんしゃん祭に清州市文化芸術団が参加

　　　鳥取商業高校と清州女子商業高校が姉妹校提携

　　　　鳥取市の農業関係団体が清州市で農業団体と交流

　　姉妹都市提携5周年
チャーター便で鳥取市民訪問団が清州市で交流

　清州市教育行政訪問団が鳥取市の小学校などを視察

　　清州市の忠北銀行が鳥取市の金融機関で研修

　　　鳥取市民美術展会場で清州市職員作品展を開催

　　　　清州国際工芸ビエンナーレに鳥取市から出展

　　姉妹都市提携10周年
チャーター便で両市民が相互訪問し交流

　清州市女性団体協議会が鳥取市で女性団体と交流

　　国民文化祭日本舞踊祭に清州市舞踊団が参加

　　　鳥取かにフェスタに清州市代表団が参加

　　　　鳥取市合併記念式典に清州市長ほかが出席
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韓国古印刷文化展示会事業

国際工芸ビエンナーレ出展
清州市の国際工芸展への本市工
芸品の出展（物産・観光をＰＲ）

チャーター便による市民観光交流
鳥取・清州両空港を結ぶチャーター便に
よる両市市民の相互訪問交流

日韓産学官連携交流フォーラム
地場産業振興をテーマに、日韓の企業・
大学・行政連携によるフォーラム

市民手づくり交流
民間団体が行う姉妹都市交流事業（公
募）に対する事業費の一部補助
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　日韓両国の国旗で構成された円と
太極をモチーフに、２人の人物の姿
を表現したものです。仲良く微笑み、
お互いに顔をくっ
つけている２人
は、信頼を基礎に
未来に向けて準備
していくことを示
しています。
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清州市中学生の受け入れ（ホ
ームステイなど）によるスポ
ーツ・文化などの交流

中学生友好親善交流

世界最古の金属活字印刷
「直指」をはじめとする
韓国古印刷文化の展示会
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日
本
と
韓
国
は
、
２
０
０
２
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
サ

ッ
カ
ー
共
同
開
催
や
「
日
韓
国
民
交
流
年
」
を
経
て
、
か
つ

て
な
い
ほ
ど
親
近
感
を
深
め
ま
し
た
。

　

日
韓
国
交
正
常
化
40
周
年
と
な
る
２
０
０
５
年
は
、
両
国

政
府
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
進
も
う
未
来
へ
、
一

緒
に
世
界
へ
」
を
合
言
葉
に
、
日
韓
の
友
情
と
相
互
理
解
を

さ
ら
な
る
相
互
理
解
と
友
情
の
絆
を

鳥
取
市
は
、平
成
２
年
（
１
９
９
０
）

に
韓
国
・
清
州
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
県
内
初
の
韓
国
と

の
都
市
提
携
に
よ
り
、
本
市
の
国
際
交

流
、
特
に
環
日
本
海
交
流
は
大
き
く
前

進
し
ま
し
た
。
以
来
15
年
間
、
行
政
は

も
と
よ
り
教
育
・
文
化
・
経
済
な
ど
幅

広
い
分
野
で
、
多
彩
な
交
流
が
展
開
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

今
や
、
ド
ラ
マ
や
音
楽
な
ど
を
通
じ

て
『
韓
国
』
が
、
日
常
生
活
の
中
で
と

さ
ら
に
深
め
る
た
め
、
両
国
市
民
に
よ
る
手
づ
く
り
の
イ
ベ

ン
ト
や
祭
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
、
鳥
取
市
が
韓
国
・
清
州
市
と
姉
妹
都
市

提
携
を
行
っ
て
15
周
年
を
迎
え
ま
す
。
本
市
と
し
て
も
、
国

レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
と
連
動
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
事
業
を

行
い
ま
す
。

て
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
大
き
な
流
れ
を
一

過
性
の
流
行
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に

も
、
鳥
取
・
清
州
両
市
民
の
熱
い
交
流

に
よ
り
、
相
互
理
解
と
友
情
の
絆
を
深

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
に
は
、
市
民
参
加
に
よ

る
多
く
の
姉
妹
都
市
提
携
15
周
年
記
念

事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
去
る
１

月
に
は
市
民
組
織
の
「
日
韓
友
情
年

２
０
０
５
」
鳥
取
市
記
念
事
業
推
進
委

員
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

２
月
に
は
、
本
市
と
し
て
の
日
韓
友
情

年
の
開
幕
事
業
と
し
て
、
市
民
交
流
フ

も
た
ち
が
肌
で
感
じ
合
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
青
谷
町
で
は
、
平
成
７
年

（
１
９
９
５
）
か
ら
毎
年
、
韓
国
、
中

国
の
高
校
生
を
招
き
、「
日
・
中
・
韓

高
校
生
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
青
谷

高
校
で
開
催
し
、
国
際
感
覚
豊
か
な
若

者
の
育
成
と
、
地
域
の
国
際
化
を
促
進

し
て
い
ま
す
。

ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
新
年
度
に
実
施
さ
れ
る
数
々
の
記

念
事
業
に
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　　

鳥
取
市
で
は
、
清
州
市
と
の
姉
妹
都

市
交
流
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
日
韓
交

流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

気
高
町
で
は
、
合
併
前
の

平
成
11
年
（
１
９
９
９
）
に

ソ
ウ
ル
市
内
の
小
学
校
と
友

好
交
流
に
関
す
る
協
定
を
結

び
、
交
互
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
学
校
な
ど
で
の
教
育
交
流

を
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
文

化
や
習
慣
、
伝
統
を
、
子
ど

日
韓
友
情
年
２
０
０
５
＆
鳥
取
市
・
清
チ
ョ
ン
ジ
ュ
州
市
姉
妹
都
市
提
携
15
周
年

韓
国
・
清
州
市
と
の

姉
妹
都
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携

市
民
交
流
で
相
互
理
解
と

友
情
の
絆
を
深
め
て

多
く
の
み
な
さ
ん
の

ご
参
加
を

地
域
の
特
色
あ
る
交
流

▲日韓教育文化交流事業（気高町）

▲日・中・韓国際高校生シンポジウム（青谷町） 清州市史跡「山
サンダンサンソン

党山城」

「日韓友情年 2005」に関するお問い合わせは、
市役所本庁舎都市交流室
（0857）20-3154 まで。


